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非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Aカリ, ２０２１Aカリ, ２０２０Aカリ, ２０１９Aカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的な知識や研究能力を修得し ・食品機能を明らかにするための基本的な解析技術を身につけ
ている ることができる。

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に ・自分の研究分野が持続可能社会にどのように貢献するのかを
現実的な地域の視点に立って問題をとらえ解決する能力を修得 説明できる。
している

⇔

２０２６A３編（24A）, ２０２５A３編（23A）, ２０２４Aカリ, ２０２３Aカリ

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的知識や研究能力を基礎とし ・食品機能を明らかにするための基本的な解析技術を身につけ
て的確な情報を収集・理解し、発信できる能力を修得している。 ることができる。

⇔

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に ・自分の研究分野が持続可能社会にどのように貢献するのかを
現実的な地域の視点に立って様々な課題をとらえ、解決する能 説明できる。
力を修得している。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 全期間を使用して卒業研究に必要な実験技術の修得を目指します。ある程度、技術の説明を行った後に、
卒業研究のテーマの説明を実施します。研究テーマは複数の候補から自分で選択しますが、年度によっ
ては研究テーマの優先度が異なる可能性があるために、こちらで指定する可能性もあります。

(5)授業計画 学期の2/3を使って、必要最低限の実験技術を修得します。具体的には①培養細胞の取り扱い、②タンパ
ク質の解析、③遺伝子の解析、④大腸菌を用いた遺伝子組換え技術、④動物の取り扱いなどです。残り
の1/3で、専攻研究IIに繋がる個別の研究テーマを取り組みます。※ただし、進捗度合いによっては個別
の研究テーマを取り組めない場合もあります。ですが、研究テーマを取り組めない場合でも成績に影響
はありません。
最後の授業回に授業アンケートを実施する。

(6)自主学習の指
針

研究テーマに関連する既存の報告を学術論文や専門書を用いて学習してください。こちらで学術論文の
紹介をすることをもあるますが、大学は自ら学ぶところなので自主的に学習することを推奨します。定
期的に、自身のデータを並べて、研究結果を論理的に組み立てる習慣をつけると進んで研究ができるよ
うになってきます。

(7)成績評価の基
準

①実験手法に関する原理を理解しているか、②指導教員の助言に基づき実験を進めることができるか、
③実験ノートは他人が読んでも理解できるように記述されているか、④分からないままで放置せずに積
極的に助言を求める行動ができているかを評価の基準とします。

(8)事前事後学習
の内容

日頃から情報収集に努め、研究テーマに関連する先行研究や関連分野について自主的に学習すること。
分からないことはまず自分で調べる。その後、教員と相談し教員の意見を伺う。自ら到達した意見と教
員の意見で議論を行い、よりよい結論へと導く。

(9)テストやレポ
ートの予定

毎月実験ノートを見せてもらいます。実験ノートの未提出者には単位の付与ができない場合もあります。

(10)成績評価の方
法

成績評価の基準の内容から総合して判断します。目安としては、先の4つの項目について、標準的達成レ
ベルにあれば８０点、理想的達成レベルにあれば１００点とします。

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

随時受け付けます

(12)履修上の注意 研究結果を社会に還元するは、研究するものの責務です。それと同時に研究結果は研究室の財産である
ことを自覚して、無闇に研究内容を学外に漏らすなどの行動は謹んでください。研究室では実験に関わ
る安全上の決め事に従って下さい。

【教科書】 なし

【参考書】 適時紹介する


